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求める確率を np とする。 

1n のとき 4の目が出たときであるから 
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2n のとき 2と 3の目、1と 4の目のいずれかが出たときであるから 
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3n のとき 1と 1と 4の目、1と 2と 3の目、2と 2と 2の目のいずれかが出たときであるから 
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4≧n のとき 

i)1 の目が 1n 個、4の目が 1個出る。 

ii)1 の目が 2n 個、2の目が 1個、3の目が 1個出る。 

iii)1 の目が 3n 個、2の目が 3個出る。 

のいずれかであるから 
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これは 3,2,1n でも成立。 

 

以上により 
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